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特定非営利活動法人 AMDA国際医療情報センター

2024年度 活動報告

理事長からのメッセージ

まずはこの一年、センターのために働いてくれた事務局、通訳相談員の皆さんに心から

感謝の意を伝えたいと思います。

経済状況が悪化すると、排他的な方向に向かうのは世の常です。過去、どこの国でも

国内に問題が発生すると、為政者は隣国とのトラブルを声高に叫び、支持を集めてきま

した。 顔や言葉がちがう、そういう人たちに問題の原因を押し付けるのは国民からみて

極めてわかりやすかったからでしょう。悪しき民族主義です。

今の日本はちょっと状況が違います。近年、我が国に居住する外国人が増え、観光客が

著増し、あちこちでトラブルが発生しています。わが国の文化や習慣に敬意を払わない

外国人ユーチューバーによる非常識な行為やオーバーツーリズムによる環境問題の発生、

そして外国人観光客でも我が国の運転免許に簡単に書き換えることができる現行制度や

現行のビザ制度の隙間を突くような問題 など・・・これらに対する抗議が時の政府に

よって行われているのではなく、ユーチューバーなど特定の民間人や少数政党から巻き

起こっていて、それがインターネットやスマホで拡散されて人々の心の中に入り込んで

いることが何よりの特徴です。とくに医療に関するネット記事を読むと、誤った解釈を

堂々と書き込んでいるものも見受けられます。

人口減と労働人口減に苦しむ我が国は、産業を維持するためにもこれからも外国人

労働者を受け入れる方向で進んでいくでしょう。それに伴い、過去の我が国が経験した

ことがなかったような変化を社会のさまざまな分野で引き起こすはずです。ゆえに外国

人に関するあらゆる現行制度を再検討し、おかしなものはそれを正し、論拠のない危うい

主張には決して与してはいけないと思います。

このような時であるからこそ、私たちAMDA国際医療情報センターも安易な感情に

流されることなく、設立の理念を堅持し、ゆるぎない活動をしていかねばならないと

考える次第です。
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数値でみるAMDA国際医療情報センター

2024年度のハイライト

電話相談件数 1,207 件

医療通訳実施件数 82件

東京都保健医療情報センター
ひまわり外国語対応室

受託事業

相談件数
14,322 件

医療通訳実施件数

患者さんからの依頼による

（2025年1月開始）

20件

479,302円寄付金額
クラウドファンディングによる

（キャンペーン期間 ）
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AMDA国際医療情報センター 2024年度の活動

オフィス移転 & ビジネスフォン導入

以前利用していた賃貸物件の都合によりオフィスの移転を余儀なくされましたが、
スタッフさんの勤務環境が以前の物件よりもよくなる結果となりました。加えて、
それまで家庭電話だった相談電話および通訳ラインの受電環境を、オフィスの移転を
機にビジネスフォンに切り替えました。

勤務環境が良くなったということは家賃が上がったということであり、さらにビジネス
フォンの導入は設備投資をすることになったということで、活動資金が限られるなか頭の
痛いところですが、スタッフさんがいなければセンターの活動は継続できません。スタッフ
さんに長く活動に関わっていただくためにも、勤務環境の改善は必要です。

電話相談・遠隔通訳というセンターの活動は外からは形にしにくく、資金調達（ファンド
レイジング）のためのアピールをしにくいことが長年の悩みです。とはいえ、必要な人に
活動を届けられるよう、また、いろいろな人に活動を知っていただきセンターを応援して
いただけるよう、知恵を絞っていきたいと思います。

通常総会
通常総会に参加できるのは、正会員費をお納めくださる方々です。年会費10,000円です
ので少々値が張りますが、ぜひセンターの運営にご意見・アイディアをご提案くださればと
思います。

もちろん、年会費6,000円の賛助会員さんも大募集しています。クラウドファンディングで
ご寄付くださる単発寄付者さんもとてもありがたいのですが、末永く定期的にご協力くださ
る方々のお力は予算も立てやすく、何にも代えがたいものです。

2024年度の新人研修

相談サポート
英語
中国語
タイ語
スペイン語
ポルトガル語
ベトナム語

1名
2名
3名
1名
1名
1名
1名

以上の方がスタッフとして新たに
加わってくれました！

東京都外国人患者への医療等に
関する協議会への出席

年1回の開催ですが、日本語の不自由な外国人
の方々が医療機関の受診に際し困っている現状
について、東京都に直接意見を上げることの
できる貴重な場です。ふだん直接関わることの
できない関係各所の方々の意見も聞けるので、
大変参考になります。

新オフィス物件探し
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寄付サイト開設 & クラウドファンディングに初挑戦！

しかし、寄付サイトを利用するだけで簡単に
寄付が増えるかというとそうではなく、センター
の活動について知ってもらう努力や工夫は引き
続き必要であることが分かりましたので、これは
次年度以降の活動に生かしていきたいと思い
ます。とはいえ、ご協力いただきましたみなさま
には厚くお礼を申し上げます。

これまでセンターでは、ゆうちょ振込による
寄付を受け付けていました。しかし、センター
のウェブサイトで寄付を募るだけでは広報力
が足りないこと、振込だけでなくクレジット
カード決済も選択できることで寄付してもら
いやすくすること等の理由から、外部の寄付
サイト利用を試みることにしました。

患者さん依頼の医療通訳受付 & 3者通話による医療機関予約支援開始

患者さんからの依頼による医療通訳を受け
付けてみて、日本語の不自由な外国人が日本
の医療機関を受診するときにはこれまでとは
また別のハードルがあることが分かってきま
した。それでも通訳件数は前年よりも増加して
いますから、以前よりも利用しやすく感じて
いただいていると思います。

以前は日本語で予約できないため代わりに
予約をしてほしいという要望についてはお断り
していましたが、ビジネスフォンの3者通話機能
を利用することで通訳の一環として受けること
にいたしました。選択できる医療機関が限られ
る外国人の方々にとって、これで少しでも医療
機関の選択肢が増えればと考えています。

大和市翻訳納入

センターでは個人的な翻訳依頼には対応できませんが、事業として委託
していただければ翻訳依頼をお引き受けできる場合があります。とはいえ、
現在主軸としている電話医療相談と医療通訳の事業に支障のない範囲で
とさせていただくことになります。大和市からは予防接種に関連した文書
の翻訳を毎年受注させていただいています。

越谷市立病院職員研修講義

センターでは外国人の医療機関受診についてや、医療通訳事情についての
講演依頼があった際には積極的に受けさせていただくことにしています。
日本で生活する外国人の方が医療機関の受診で困っている状況について、
少しでも多くの方に知っていただければという思いでいます。

センター内研修

2024年度は、センターの理事をしていただいている王先生に、
小児科受診と発達障害についてご講義いただきました。

英国大使館 Hanami Reception

日本に暮らす自国民のために積極的にはたらき
かけている国もあるのだと知ることができました。
他の来賓のみなさまから興味深いお話を聞かせて
いただきながら、交流することができました。

2024年度のその他の講義先

福山市医師会付属看護専門学校
岡山朝日医療大学校
岡山医療センター附属 岡山看護助産学校
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データでみるAMDA国際医療情報センター ～相談編～

2018年は前回のオフィス移転時で、センターの活動が継続
されるのかどうか、変更された通訳体制についての問い合わせ
が多かった年でした。2020年は新型コロナウイルス感染症の
流行時で、外国人のみならず日本人でも医療機関の受診が
困難だった年です。
コロナ禍が落ち着いた2021年以降、センターの相談件数は
増加傾向にあることがわかります。

相談件数の推移

約 %が旅行者12

外国人相談者の内訳

約 %が居住者70

相談者の居住地と国籍

都道府県42 の国と地域74

外国人の相談者と話した言語

中国語

約 %12
日本語

約 %20
英語

約 %50

ベトナム語
スペイン語
ポルトガル語
韓国語
フィリピン語
タイ語

8.4%
4.2%
4.0%
1.0%
0.6%
0.5%

相談の多い診療科

1位

内科

2位

精神科
心療内科

3位

産婦人科
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データでみるAMDA国際医療情報センター ～通訳編～

通訳件数の内訳と推移

2024年度の通訳件数は82 件

医療機関からの依頼 60 件

患者さんからの依頼 20 件

保健所からの依頼 2 件

（サービス開始は2025年1月～）

通訳手段

電話通訳 件52 ウェブ会議システム通訳 件30

通訳場面

外来

件49

入院中

件28

受付

件2
保健所

件3

通訳した言語

英語

件28

ベトナム語

件21
中国語

件28

ポルトガル語
スペイン語
タイ語
フィリピン語
韓国語

7件
5件
4件
2件
1件

通訳した診療科（上位3位）

1位

精神科
心療内科

2位

小児科

2位

内科
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日本人の方からの相談

2024年度は昨年度までに比べて
およそ3倍の件数になりました。これは
センター初のクラウドファンディングを
行うため、改めてセンターの活動について
多方面にお知らせした影響と考えられます。

センターでは日本で生活・滞在する
外国人の方からの医療に関する相談を
多言語で受けています。そうしたなか、
外国人に関わる日本人の方から日本語で
相談を受けることも少なくありません。

日本人の方からの相談は、おおよそ次の3つに分けられます。

日本語のできない外国人の代わりに医療機関
を探している

センターの医療通訳の利用を検討している・
予約したい

センターの業務について知りたい

約 %34

約 %30

約 %14

逆にせっかくお問い合わせいただいても、センターで対応
していない言語についてはあまりお役に立てず、 心苦しく
思います。昨年度も右のような言語の問い合わせがありました。

右の言語に限らず、センターにお問い合わせいただく場合は、
無料または患者さんが負担しやすい料金の医療通訳サービス
を探していることがほとんどです。

日本では、日本語が母語でなく日本語に不自由の ある方が
医療機関を受診する際に利用できる公共の通訳サービスは
ごく限られているため、地域によってはサービスがないことも
あります。
ここでは問い合わせてくださった日本人の方の所属先は
明らかにしていませんが、患者さんからのみならず、日本人の
方からも問い合わせが増えているということは、次のことが

仮説として言えるのではないでしょうか。すなわち、これまでは外国人の方が自分で何とかすべき
と考えられていたことが、そうではなく、受け入れる日本側でも何とかすべきなのではという考え
方に変化してきているのかもしれない、ということです。

若干、希望的観測が入っていますが、国籍や言語に関わらず、日本で生活するすべての人が必要な
医療を必要なときに受けられるような動きにつなげられるよう、今後もセンターは活動を続けていき
たいと思います。

ネパール語
インドネシア
フランス語
ミャンマー語
アフガニスタンの言語
インドの言語
ウクライナ語
クメール語
シンハラ語
ペルシャ語
ベンガル語
モンゴル語

7件
6件
4件
2件
1件
1件
1件
1件
1件
1件
1件
1件
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患者さん依頼の通訳の受付を開始して

2025年1月より、患者さんからの医療通訳依頼を受け始めました。開始して
まだ間もないですが、よかったところ、課題に思うところをまとめてみました。

患者さんが依頼できる
遠隔通訳サービスの需要はありそう

右のグラフの黄色の部分が患者さんからの
通訳依頼件数を示しています。2025年1月以降、
医療機関からの依頼件数を上回る件数の依頼を
受けています。

2024年度・全82件行った医療通訳のうち、

医療機関の受診は１度では終わらない

単回利用の依頼元は 件30 複数回利用の依頼元は 件52

医療機関の受診は1度では終わらず、通院が必要な場合もあります。また、入院中の患者さんに
複数回に分けて通訳する場合もあります。このような場合にセンターの通訳は利用してもらいやす
いと考えられます。

遠隔通訳による受診を医療機関が受け入れてくれるかどうかの課題がある

遠隔通訳の利用で受診できるか医療機関に確認が必要

条件によっては遠隔通訳による受診を受け入れる医療機関もある

（医療機関の提示する同意書に事前に署名が必要 など）

遠隔通訳での受診は受け入れない医療機関もある

（通訳者を帯同するなら受診を受け入れる）
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特定非営利活動法人 AMDA国際医療情報センター

2025年度 事業計画
昨年度事業計画の振り返り

昨年度、センターでは以下の4つを事業計画としました。

高田馬場オフィス移転と電話回線の内線化

クラウドファンディングの立ち上げ

患者さんからの依頼による遠隔通訳の受け入れ

Wi-Fi環境での通話（LINE・Messenger等）による相談電話・遠隔通訳の受け入れ

事業報告に既述のとおり、4つの計画のうち3つについては実現しましたが、Wi-Fi 環境で
の通話（Messenger等）による相談電話・遠隔通訳の受け入れについては諸般の事情により
実現に至りませんでした。

実現に至らなかった昨年度の計画と実現した事業内容をふまえ、2025年度は以下のような
事業を計画することとしました。

ウェブサイトコンテンツの充実

クラウドファンディングに注目してもらうための手段として、遠回りのようでもセンターの
ウェブサイトに来ていただくことが必要なのではないかということが分かってきました。
そのためには継続的にコンテンツを更新し、新たな情報を提供していくことが必要です。
具体的には、以下のことを考えています。

◼ 外国人の方が医療機関受診の際にどのようなことに困っているかについて、
主に日本人を対象にしたブログによる情報発信

◼ 日本での医療機関の受診のしかた、日本の医療制度についての説明など
主に外国人を対象にしたYoutubeによる情報発信

クラウドファンディング

ある程度、ウェブサイトのコンテンツをストックできたところで再びクラウドファンディング
のキャンペーンを展開したいと思います。
今回はWi-Fi 環境での通話しかできない外国人の方のために、センター側の受け入れ
体制を整えるための通信環境整備目的としたいと思います。目標金額は20万円です。

広報活動の強化

これまで置かせていただいていた募金箱の代わりに、チラシを置かせていただけないか
打診したいと思います。チラシにはQRコードを掲載し、センターのウェブサイトを閲覧して
もらえる機会を増やしたいと考えています。
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Wi-Fi環境での通話（Messengerでの通話）による相談電話・
遠隔通訳の受け入れ

端末の準備とアカウントの準備ができしだい、運用を始められればと思います。
ただし、テキストメッセージによる相談は受け付けず、あくまでも通話による相談に
限定したいと思います。

人材育成

スタッフの相談スキルの向上、通訳に役立つ背景知識の獲得を目的に、スタッフ向けに
開催している研修をセンター内研修とよんでいます。センターのマンパワー上、年1回の
開催がやっとですが、今年も開催予定です。

【既存スタッフ】

【新人スタッフ】

センターで通訳相談員としてご活躍いただいているスタッフのみなさんは、本業や
ご家庭の都合の傍らにご協力いただいています。このため、お一人お一人が担当する
月あたりの時間数は決して多くはありませんが、多くのみなさんにご協力いただくことで
相談・通訳体制を維持しています。長く関わってくださっているスタッフさんがいるいっぽ
うで、本業やご家庭の都合によるスタッフの入れ替わりも少なくありません。センターは
多言語で相談・通訳を受けていますから、それぞれの言語でそのような状況が発生する
可能性があります。逆に本業やご家庭の事情が落ち着いた後、いったんセンターを離れた
スタッフさんに復帰していただけることもあります。
多くのスタッフさんに関わっていただくことで相談・通訳体制を維持していることから、
常に何らかの言語の通訳相談員さん、あるいは相談サポートスタッフさんの研修を行って
いる状況です。相談も通訳も経験を積むことでスキルが磨かれる側面がありますので、
相談・通訳体制の維持のため、ライフステージの変化に合わせて長期的に関わっていただく
ことを見据えた人材育成は引き続き行っていくことになります。

助成金への応募

センターの運営費を賄う収入源として、助成金を獲得することも視野に入れたいと思います。
新規事業を創設することは現在の人員では難しいので、センターの現行の事業のままで応募で
きるものがあれば積極的に挑戦していきたいと思います。

協賛・協力をいただく先の検討

センターの活動の継続のためには、新たな収入源を得ることは必須です。クラウドファン
ディングの展開、助成金応募のほかに協賛・協力をいただく企業や団体を開拓することも
検討していければと思います。
そのためには、当センターに協力することが企業や団体のメリットになるように、
センターが有益な団体であるとアピールできるように工夫していかねばならないと
考えています。
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賛助会員募集！

特定非営利活動法人AMDA国際医療情報センターでは、みなさまからの継続的なご支援を
必要としています。当センターのスタッフは事務所に出勤して相談者からの相談電話・通訳依頼を
待機しています。みなさまからのご支援は事務所の家賃、通信費、光熱費、スタッフさんの交通費
など、当センターの活動・運営資金に利用させていただきます。
患者さんに無料の相談・通訳サービスを提供し続けられるよう、ご協力ください。

賛助会員の種類 口数 年会費

個人会員 1口 6,000円

学生会員（高校、大学、専門学校生） 1口 2,000円

ジュニア会員（中学生以下） 1口 1,000円

団体会員 1口 20,000円

振込先：
口座名：
口座番号：

ゆうちょ銀行
AMDA国際医療情報センター

00180-2-16503

寄付サイトからご支援いただくこともできます

寄付サイトからのご支援ではクレジットカード決済を
選択いただけます。ぜひご利用ください。

〒160-0023
東京都新宿区西新宿７丁目５−１３
第3工新ビル901
2025年6月

特定非営利活動法人AMDA国際医療情報センター
https://www.amdamedicalcenter.com/
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特定非営利活動法人ＡＭＤＡ国際医療情報センター

（単位：円）

科　　　　目

Ⅰ  経常収益
   1. 受取会費
      正会員受取会費 140,000
      賛助会員受取会費 120,000
      受取入会金 30,000 290,000
   2. 受取寄附金
      受取寄附金 1,490,228
      受取募金 45,100 1,535,328
   3. 事業収益
      事業収益 54,395,430 54,395,430
   4. その他収益
      受取利息 11,791
      雑収益 300,000 311,791
    経常収益計 56,532,549

Ⅱ  経常費用
   1. 事業費
    (1) 人件費
        役員報酬 55,000
        給料手当 40,742,672
        法定福利費 727,246
        福利厚生費 17,673
        人件費計 41,542,591
    (2) その他経費
        印刷製本費 58,361
        旅費交通費 5,274,667
        通信運搬費 482,008
        事務・消耗品費 58,646
        消耗什器備品費 22,705
        水道光熱費 88,758
        賃借料 1,413,218
        交際費 1,440
        保険料 34,130
        租税公課 2,473,300
        支払手数料 274,000
        雑費 213,937
        その他経費計 10,395,170
      事業費計 51,937,761
   2. 管理費
    (1) 人件費
        役員報酬 220,000
        給料手当 1,821,394
        人件費計 2,041,394
    (2) その他経費
        旅費交通費 139,084
        通信運搬費 2,070
        報酬費 1,397,000
        雑費 12,919
        その他経費計 1,551,073
      管理費計 3,592,467
    経常費用計 55,530,228
      当期経常増減額 1,002,321

Ⅲ  経常外収益
    経常外収益計 0

Ⅳ  経常外費用
    経常外費用計 0
      税引前当期正味財産増減額 1,002,321
      法人税、住民税及び事業税 90,800
      当期正味財産増減額 911,521
      前期繰越正味財産額 46,788,592

      次期繰越正味財産額 47,700,113

活動計算書

令和  6年  4月  1日 から令和  7年  3月 31日 まで

金　　　　額



特定非営利活動法人ＡＭＤＡ国際医療情報センター

（単位：円）

科　　　　目

Ⅰ  資産の部
   1. 流動資産
      現金預金 44,961,484
      未収金 5,395,628
      棚卸資産 797,449
      前払費用 150,550
      流動資産合計 51,305,111
   2. 固定資産
    (1) 有形固定資産
        有形固定資産計 0
    (2) 無形固定資産
        電話加入権 555,536
        無形固定資産計 555,536
    (3) 投資その他の資産
        敷金 420,000
        投資その他の資産計 420,000
      固定資産合計 975,536

    資産合計 52,280,647

Ⅱ  負債の部
   1. 流動負債
      未払金 4,079,008
      未払消費税等 370,000
      未払法人税等 90,800
      預り金 40,726
      流動負債合計 4,580,534
   2. 固定負債
      固定負債合計 0
    負債合計 4,580,534

Ⅲ  正味財産の部
      前期繰越正味財産 46,788,592
      当期正味財産増減額 911,521
    正味財産合計 47,700,113

    負債及び正味財産合計 52,280,647

貸借対照表

令和  7年  3月 31日 現在

金　　　　額
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